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山陰地方における大複殖門条虫寄生の第９例

加茂甫初鹿了

鳥取大学医学部医動物学教室

岩宮緑木下大吉

済生会境港病院

(1969年１１月１０日受領）

持って済生会境港病院を訪れた．

家族歴，既往歴に特記すべき事項はない．

検査所見：

検尿：異常なし．

血液一般：赤血球数396×104,血色素量77％（ザ

ーリー)，白血球数7,150（好酸球３％，増多を

認めず）

検便：数回にわたる検査の結果虫卵陰性，潜血その

他の異常認めず．

冑透視：胄体上部小誉側後壁寄りに大豆大の潰瘍を

思わせる陰影．

腸透視：造影剤の注腸による大腸し線検査（11月１４

日）において下行結腸に虫体らしき陰影を認め

たが断定不能．

注腸透視中に頭節を有する虫体が１条排出された．そ

の後念のためカマラによる駆虫を２回試みたが虫体排出

は認めなかった．

なお』患者は職業柄海産魚の刺身を好物とし，日常とく

にブリ，ハマチ，イワシなどを好んで食べている。

飯島・栗本(1894)によって長崎の１男子(28歳)から初

めて報告された大複殖門条虫DiPZogo"OPolWβ91-α"α/ｓ

(B1anchard，1894）は，今日までに約50例の人体寄生例

が報告されているが，外国にはまだ確実な報告はなく，

日本人特有の寄生虫とされている．これまでに報告され

た症例は，1960年までに25例(森下，1962)，それ以後に

24例（加茂，1969）を数えるが，前半には九州各県およ

び静岡県に患者が多く，後半には静岡県および鳥取・島

根両県に患者が多い傾向が目につく．

この虫の発育史は今なお明らかでなく，最近ようやく

実験的第１中間宿主が確認されたにすぎない（加茂ら，

1968)．なお分類形態面においても知見が確立されたと

はいえず，岩田（1967）は，．ｇｱα"cJ/ｓをＤ・Mqello‐

pre'αどの同物異名とすべきであることを主張しており，

加茂（1969）は学名については見透しを同じくしながら

なお確証の得られない点を指摘し，また，．ｇγα"αｉｓと

されているものが必ずしも均一な種類ではないことを明

らかにしている．従って今後もなおできるだけ詳細な症

例の記録が必要と考えられ，ここに山陰における第９例

を報告し日本における49番目の症例を記録する．
虫体観察所見

第１標本(患者が自分で持参した初回排出虫体)は，頭

節を欠き，分断された５片の体節（7～37ｃｍ)で，長さ

は合せて約９６ｃｍあり，最大幅は１２．５ｍｍである．体

節はいちじるしく薄く，明らかに２組の生殖器が各片節

を通してならぶのが透視される（第１図)．

染色封入標本によると，生殖器は各片節とも未熟で陰

茎嚢とコイル状の子宮形成が認められる程度であり，片

節の大きさは縦径0.32ｍｍ～0.87ｍｍ，幅径9.2ｍｍ,厚

さ０．１３ｍｍ～0.21ｍｍ，体表には４～５条の浅い縦雛溝

が認められる（第２図)．

横断切片標本では，角皮（約１．３〃）は至る所に欠損

症例

患者：木○二○，男，３１歳(1937年２月生)，漁業，島

根県八束郡美保関町美保関．

初診：1968年１１月８日．入院：1968年１１月12日．退

院：1968年11月20日、

病歴：約１年前から朝食後ただちに下痢を来したり，

飲酒した翌朝下痢を来すようになったが放置していた．

またその頃から毎朝，とくにミソ汁を飲んだ後心窩部に

鈍痛をおぼえるようになり，最近10日間は心窩部病が強

く，時に悪心を訴えることもあった．１１月７日朝，排便

に際し白色ひも状物の排出に気付き，驚いてその一部を
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が認められ，筋肉層も薄く，輪走筋層は１０似～20/１，縦走

筋層は１３．５’～27/‘で,筋束も密度がうすい.皮質層は

３０β～70Jαで卵黄腺はまだ出現していない．髄層は２０’

～90’で，未熟な生殖器が体幅の約'/3の間隔をおいて

中央に存在し，その側方にそれぞれ排泄管，神経幹が走

り，ごく未熟な精巣が髄層背面に沿って一層に配列され

ている．神経幹は生殖器と側縁の間の中央よりかなり生

殖器寄りの位置に認められ，排泄管は神経幹と生殖器の

,ほぼ中央に位置する（第３，４図)．

第２標本（注腸透視中に排出された虫体）は，頭節を

そなえ，全長232ｃｍ，最大幅９．５ｍｍであったが（第

５図)，Schaudinn液固定後は全長２１２ｃｍとなった．

頭節からそれぞれ約３ｃｍ，４０ｃｍ，７５ｃｍ，140ｃｍおよ

び末端の各部数片節について各方向の連続切片標本を作

成し，その他の体節は３～４ｃｍ毎に切断して全体染色

封入標本とした．

生鮮標本における頭節は，ほぼ扇形を呈し，背腹面に

はかなり深い吸溝が明瞭に認められる(第６，７図).固定

標本による頭部側面からの計測値は，縦径1.13ｍｍ，幅

径１．１ｍｍである．頭部に接続する頚部は，縦径０．３３

ｍｍ，幅径0.35ｍｍである（第33図)．

頭節から約３ｃｍ付近の片節の切片標本における観察

所見では，生殖器の形成は全く認められない．横断切片

においては，髄層の側縁近くを縦走する１対の神経幹の

断面と，そのすぐ内側を走るかなり太い排泄管の断面が

認められる（第10図)．

頭節から約７５cｍ（頭節からおよそ全長の'/3）付近の

片節の切片標本における観察所見では，生殖器がやや発

育しておりＤ・ｇｒａＭなに固有の性状がかなり示されて

いる．

横断切片標本では，縦走筋，輪走筋がよく発育してい

るほか，髄層内の輪走筋背部内面に沿ってやや発育した

睾丸が１例に配列しており，両生殖器の側方にはそれぞ

れ，背腹に細長い神経幹断面が認められ，両者の中間や

や神経幹に近く極めて細い排泄管の断面が認められる．

卵巣および卵黄腺はまだ充分に発育していない（第１８

図)．

水平断切片および矢状断切片標本では生殖口，子宮口

を認め，また陰茎および子宮loopsが認められるが，陰

茎嚢および貯精雲などは充分に発育していない（第19,

20図)．

全体標本の観察で表層に存在する縦雛溝は，生殖器の

部位に深く明瞭なもの各１条，両生殖器間に２条，そし

て生殖器よりも側縁寄りに各５～６条のやや浅い溝が観

TablelMorphologicaldataofthe

secondspecimen

Ｂｏｄｙ

ｌｅｎｇｔｈ.。．…．.……・・・・・・・・232ｃｍ

ｍａｘｉｍｕｍｗｉｄｔｈ・…・・・・…・・・・９．５ｍｍ

Ｈｅａｄ

ｌｅｎｇｔｈ.．…。.・・・・……..・・・１．１３ｍｍ

ｗｉｄｔｈ…・・・・・・・…・…・・・・・Ｌ１ｍｍ

Ｎｅｃｋ

ｌｅｎｇｔｈ…．。・・・.．・・・・・・・…・・０．３３ｍｍ

ｗｉｄｔｈ..…・….．…・・・・…・０．３５ｍｍ

Ｓｅｇｍｅｎｔ

ｌｅｎｇｔｈ・・・…・・・．・・・・……・・０．２５～０．５４ｍｍ

ｗｉｄｔｈ・・・・・・・・.．…．．..…．・６．８mm

thickness．・・・．．．.．．．．……・０．３３～０．８mm

Cirrus-sac

length・…・・・・..…・・・…・・・２４０(Ｕ

ｗｉｄｔｈ…・・・・・…・…・・・…．190/ｆ

ｗａｌｌｔｈｉｃｋｎｅｓｓ・・・・・・・・．.・・・、５．４～１０．８/l
Vesiculaseminalis

length．．．．．．……．．…．．．．、100/Ｃ
ｗｉｄｔｈ・…・・・・．…．…．.．…８０/Z
wallthickness・・・…・…・…８．１～２９．７/l

Arrangementoftestes・・・・・・・・singlelayer
Diameteroftestis・…・・・・..・・・２５～８０×２０～７０２（

Ｎｏ．oftestesin

transversesection……・…･77～102(av，９０）

sagittalsection･………….l～２５(av、９）

Ｎｏ．ｏｆｕｔｅｒｉｎｅｌｏｏｐｓ…・……３～７

Thicknessofmusclelayer

longitudina１．．．．…..…..…３０～６０/l
transverse・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０～７０浬

Diameterofnervetrunk……８０×４０/z
Thicknessof

corticalparenchyma..…・・・・８０～３２０

medullaryparenchyma・・・・・・・１３０～250/２

察される．

末端部片節の切片標本による観察所見では，生殖器が

かなり成熟しており，子宮内には虫卵の形成が認めら

れる．

末端部片節（縦径0.25ｍｍ～0.54ｍｍ，１幅径６．８ｍｍ，

厚さ０．３３ｍｍ～０．８ｍｍ）の計測値はＴａｂｌｅｌに示し

た．

横断切片標本では，角皮層はやや厚く約５/Ｉで，角

皮下細胞，縦走筋および輪走筋がよく発達している（第

26,27図)．縦走筋は生殖器の部位でやや薄いが，その

他の部位ではかなり厚く，３０’～60｣ｕで，筋束が細かく

密であり，輪走筋層は２０β～70’である．皮質層(cor‐

ticalparenchyma）は８０〃～320/‘で，卵黄腺はまだ充
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分に発育していない．髄層(medurallyparenchyma）は

やや厚く１３ｑｕ～250/ｕで，２組の生殖器のほか，睾丸，

神経幹および排泄管が認められる．

睾丸は，ほぼ球形を呈して背部の輪走筋内面に沿って

１列に並んでいるが，両生殖器間のものはやや小さく，

２～３層に重なった観を呈する像も認められる．睾丸の

大きさは長径25,α～80β，短径２０β～70βで，睾丸の

数は，横断切片標本で77個～102個，矢状断切片標本で

１個～25個である．

神経幹は，さほど明瞭には認められないが生殖器と側

縁の中央よりやや生殖器近くを縦走しており，背腹に長

い楕円形の断面を示し，その大きさは長径８０〃，短径

４０’である．

排泄管は，生殖器と神経幹の中間付近に左右１本認め

られる．

矢状断切片標本では，陰茎雲，貯精雲，子宮loopsお

よび卵巣などが認められるが，いずれもまだ充分には発

育していない（第29,30図)．

陰茎嚢は，底部がやや膨大する西洋梨形で，片節の背

腹にほぼ水平位置に存在し，その後端が縦走筋を圧迫し

ている．陰茎は腹面に開口しているが，体表面からは突

出していない．陰茎雲の大きさは長径240ﾉﾘ，短径１９０

’，曇壁の厚さ５．４’～10.8/‘であった．

貯精嚢は，陰茎曇の後端にほぼ直角に接して懸垂して

おり，長径100/z，短径８０/z，嚢壁の厚さ８．１/（～29.7β

でまだ充分発育していないようである．

水平断切片標本で認める子宮loopsの数は３本～７本

である（第28図)．

頭節を有する虫体の頭端から末端までの全体染色標本

における観察所見では，頭端から約20ｃｍの片節で生殖

器原基が現われ（第35図)，約８０ｃｍの片節から子宮が

やや発育してコイル状となり（第36図)，約105ｃｍの片

節から生殖口が観察され始め（第37図)，約175ｃｍ以

後の片節で子宮内に虫卵が点在している(第39図)．片節

の分節現象は約１０ｃｍ付近の体節に始まり（第34図)，

約６５ｃｍ以後の片節で著明となり，縦雛溝は約40ｃｍ以

後の片節で比較的明瞭である．

考察

Ｄ、9,-α"`/ｓの虫体は，一定発育状態に達すると末端

が宿主体内で適当な長さに離断して，しばしば宿主から

自然に排出されるらしく，過去の人体寄生例において

も，ほとんどの症例で自然排出された虫体がその寄生に

気付く発端となっており，本例においても最初に自然排

出した虫体を患者が虫種同定のために持参している.

最初の標本は，第２回目の標本が離断して排出された

ものと考えたいが，虫体は非常に薄く，第２回目に排出

した虫体とは全く別の外観を示し，同一個体か否か判

断に苦しむ程で，むしろ山陰地方における第６例（前島

ら，1969）と酷似している．

本例における最初の虫体と山陰地方の第６例の虫体と

の共通点としては，いずれも患者が自然排出の虫体をチ

リ紙に包んで持参していることであって，排出後の乾燥

と圧迫がその原因ではないかと考える．

第２回目に排出した虫体は，患者が駆虫のため済生会

境港病院に入院後，駆虫薬投与に先だって，虫体の寄生

ならびに寄生状態を確認するために注腸透視を試みてい

る際に脱出したものである．おそらく肛門から注入され

た硫酸バリウムの刺激を受けて，虫体が脱出したものと

推測される．排出後生理的食塩水中で運動している間に

虫体はかなり縮小し，約１５ｍｍもあった最大幅部がみ

るみる約１０ｍｍ位に縮まった．このことから，体幅に

おいては30％位の誤差範囲が考慮されるべきことが明ら

かである．

虫体頭節は，その概形が吉田．高野（1923）および江

口．高木（1924）による各症例の虫体頭節に類似してい

る．殊に頭部の大きさは，吉田．高野（1923）の報告に

ある頭部縦径１．１２ｍｍ，同横径ＬＯｍｍと極めて近似

している．

患者にはその後カマラによる駆虫を２回試みたが虫体

の排出は認められなかった.

感染源については，従来からの各症例報告と同様に明

らかでないが，患者は職業上海産魚の刺身を好物として

おり，日常嗜好して食べる主な海産魚はブリ’ハマチ，

イワシなどである．

総括

島根県八束郡美保関町在住の男子（31歳）から大複殖

門条虫Ｄや/ogo"OPO｢'ＺｓｇﾊﾟJ"αｉｓの未熟体節が排出さ

れ，駆虫に先だって注腸透視を試みたところ，頭節を有

する１条の虫体が得られた．

虫体は，発育度の異なる５カ所の片節について各方向

の連続切片標本を作成し,また残る体節は全体染色封入

標本として，その形態を観察したが，頭節は吉田．高野

(1923)に近似し，未熟な大複殖門条虫の典型的なものと

考えるべき形態的諸特徴を示した．

本症例は，出陰地方における第９例であり，日本にお

ける49番目の症例報告である.

由
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! Abstract I

THE NINTH CASE OF HUMAN INFECTION WITH DIPLOGONOPORUS

GRANDIS IN SANIN DISTRICT

Hajime KAMO, Ryo HATSUSHIKA

{Department of Medical Zoology, Tottori University, School of

Medicine, Yonago City, Japan)

Midori IWAMIYA and Daikichi KINOSHITA

(Saiseikai-Sakaiminato Hospital, Sakai??iinato City, Japan)

Five fragmented immature strobilae without scolex was spontaneously dischaged from 31-

year-old male in Shiman Prefecture.

In the midst of illurigoscopy an immature strobila with scolex had been expelled before an

anthelmintic was administered.

The shape of the scolex was similar to the 5th record of human case in Japan (Yoshida

and Takano, 1923), and the other morphological features were comparable to the characteristics

of Diplogofioporus grandis.

This is the record of the 9th case from the coastal area of the Japan Sea, and the 49 th

record in Japan.
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